
平成２３年度農業農村工学会賞選考経過報告

学会賞選考委員会

平成２３年度学会賞のうち，学術賞，奨励賞（研究

奨励賞），優秀賞（優秀論文賞，優秀技術賞，優秀技

術リポート賞），著作賞，教育賞，環境賞，歴史・文

化賞，地域貢献賞，国際貢献賞，メディア賞，功労賞

の各賞が，学会賞選考委員会の選考を経て，平成２３

年５月１９日開催の第２１９回理事会において，２５件

の業績を学会賞として決定した。各賞の「選考理由」

は，以下のとおりである。

――――――――・――――――――

〔学術賞〕

山林や農業農村システムの有する多面的機能の評価に

関する一連の研究

堀野 治彦

本業績は，農林地および農業用水が持つ多面的機能の多くの

側面について，先駆的かつ定量的な解明を行ったもので，主に

次の３つの内容で構成されています。

第１に，滋賀県愛知川扇状地の水田地域を対象に，水田灌漑

に伴う地下水涵養と，涵養された地下水の末端地域の用水補給

への役割を定量的に明らかにしました。

第２に，造成農地流域と山林流域を対象に，長期の水文気象

観測記録をもとに洪水流出特性，貯留特性を比較対照し，山林

流域の降雨流出の安定化概念を導入し，これを簡易に評価する

方法を開発しました。

第３に，農業用水の地域用水機能，ため池の流域汚濁負荷軽

減機能，都市域に混在する農地のヒートアイランド緩和効果

を，具体的な観測データを用いて評価しました。

農業農村の持つ多面的機能のような新しい概念が社会的認知

を受けるには，何よりも具体的な知見の積み重ねが必要とされ

ます。本業績は，多面的機能の多くの側面にわたり，それぞれ

の内容を徹底的に調査，実測し，その結果についてそれぞれの

時代に最先端の手法を用いて定量化を行い，先駆的に実証的な

研究を蓄積することによって，多面的機能に関する研究を一定

の高さに引き上げ定着させたことから，農業農村工学に関する

学術の進歩に貢献した創意ある優秀な業績であると評価され，

農業農村工学会学術賞を授与するにふさわしいと判断されまし

た。

――――――――・――――――――

〔学術賞〕

現地フィールドの複雑な物質循環系の数理解析および

モデリングに関する研究

塩沢 昌

本業績は，緻密な室内実験と物理モデルを用いた数学的解法

による，土壌中の物質移動現象に関する研究成果であり，主に

次の３つの内容から構成されています。

第１に，土壌中における水，熱，溶質移動，ならびにこれら

の同時移動現象について，室内実験を主体としつつ，移動方程

式によるモデル化を行い，現象を再現することで移動現象の特

徴を科学的に明らかにしました。

第２に，湿原地帯における複雑な水移動，水循環の機構を明

らかにするとともに，湿原における高い生物多様性と水質保全

機能の維持に地下水位の管理が重要であることを実証して，環

境保全対策の基礎的知見を提示しました。

第３に，熱帯モンスーン水田流域における流域内窒素収支を

解明して，高温多湿が脱窒を促進していることを明らかにする

ことにより，明瞭なモデルを用いた検証をもとに，地球環境問

題解決にも資する知見を導きました。

これら一連の研究成果は，土壌物理学の発展に大きく貢献す

るものであると同時に，土壌物理学と個別的で複雑な要因が関

わる地域レベルの物質移動現象とをつなぐ新たな研究分野を開

拓するものとして高く評価されます。また，関連する幅広い領

域分野への高い発展性と適用性を有していることから，農業農

村工学分野の学術の進歩に大きく貢献した創意ある優秀な業績

であると評価され，農業農村工学会学術賞を授与するにふさわ

しいものと判断されました。

平 成 ２３ 年 度 農 業 農 村 工 学 会 賞

平成２３年度学会賞は，学術賞，奨励賞（研究奨励賞），優秀賞（優秀論文賞，優秀技術賞，優秀技術リポー

ト賞），著作賞，教育賞，環境賞，歴史・文化賞，地域貢献賞，国際貢献賞，メディア賞，功労賞の各賞が，

学会賞選考委員会の選考を経て，平成２３年５月１９日開催の第２１９回理事会において決定した。（今回技術

奨励賞は授賞なし。）

また，上野賞は，上野賞選考委員会の選考を経て，沢田賞は，沢田賞選考委員会の選考を経て，両賞とも

平成２３年５月１９日開催の第２１９回理事会において決定した。

授与式は，平成２３年９月６日，九州大学箱崎キャンパス創立５０周年記念講堂における，平成２３年度農

業農村工学会大会講演会の際に行われた。
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〔研究奨励賞〕

稲作地域の水環境に対する解析学的手法の

応用に関する一連の研究

宇波 耕一

本業績は，水田地域の水質管理問題に関して人間活動も考慮

できる最適管理方策を議論し，さらに小規模ダム灌漑地域にお

ける最適水管理方策を示すとともに，農業用水路における流れ

の場を解析して，魚類遡上行動の確率論的モデル化についても

議論されたことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔研究奨励賞〕

環境負荷削減・生態系保全に配慮した

水・物質管理に関する一連の研究

中村 公人

本業績は，わが国の農業の実情を強く意識しながら，用排水

量および水質負荷流出を抑制するための圃場水管理を提案する

とともに水田に設置する小型魚道について「魚道管理用水」導

入の必要性を示すなど，将来の農業環境の保全に役立つデータ

や評価手法の基盤を整備し，実用に向けた具体的提案をされた

ことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔研究奨励賞〕

富栄養化が進む閉鎖性水域の水環境動態の

解析・予測に関する一連の研究

原田 昌佳

本業績は，閉鎖性水域の水環境保全に関して，時系列データ

から湖沼の水質を予測するために，ニューラルネットワークや

カオス工学の最先端の手法を適用し，現象の解明を大きく前進

させ，また，精緻な数理モデルを構築し，そのモデルを通じて

水域での富栄養化に寄与する因子を抽出しました。また，水理

学的な流体力学モデルと生態系モデルを組み合わせる新たな手

法を提案し，水質の実時間予測を実現させたことが評価されま

した。

――――――――・――――――――

〔研究奨励賞〕

信頼性設計の概念に基づいた土構造物の

設計・リスク評価に関する解析手法の研究

西村 伸一

本業績は，土構造物・基礎地盤を対象とした信頼性設計手法

に関する一連の研究であり，土構造物の設計体系が性能設計に

変更される中，リスク評価に基づいて，コストを最小化する最

適設計を行うとともに，地盤物性のばらつきなどを確率論的に

取り扱い，豪雨や地震に対する土構造物の破壊リスクを評価す

ることに大きく貢献したことが評価されました。

〔優秀論文賞〕

圧力曲管部軽量スラスト防護工法の設計手法の提案

澤田 豊・河端 俊典・毛利 栄征

本業績は，パイプラインにおける重要な課題の一つである曲

管部の設計について，スラスト防護工法とその設計手法を提案

したものであり，当該工法が従来の工法に比べて施工性，経済

性に優れ，実用的で経済的なパイプラインの施工が可能となる

ことを示しました。その検討では，数値解析と実規模実験を比

較検証して設計手法を提案しており，その成果が緻密で現場適

用性が高いことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔優秀論文賞〕

キャピラリー・バリア地盤における

雨水浸潤挙動の現地計測と限界長の評価

森井 俊広

本業績は，従来，理論的検討が主であったキャピラリー・バ

リアについて，圃場斜面の実物を造成して水分動態を綿密に長

期計測し，斜面において浸潤抑制が破れる限界長を実験的に把

握し，既往研究の予測式の有効性を検証したものです。このこ

とは，斜面すべり減災技術に対するこの工法の適用性を検討す

る場合の土台となる有益な知見であり，単純かつ環境負荷が低

いという利点を有するキャピラリー・バリアの実用化・普及に

寄与し，また環境工学，土木工学への貢献も期待されることが

評価されました。

――――――――・――――――――

〔優秀技術賞〕

超音波法を用いた PC 管の

部材厚測定手法の現地適用性

宇都宮 淳・伊藤 保裕・土田百合子

小泉 和広・毛利 栄征

本業績は，従来，状態評価が困難であった PC 管に対して，

超音波による非破壊調査を行う方法について，管内からの測定

によって管厚が定量的に把握でき，管の破損原因となるカバー

コートの薄肉化の把握による健全度評価を行う有効な手段を示

し，また，劣化の程度についての標本調査を行って測定結果に

基づく劣化判定基準を提案し，PC 管の健全度評価手法の現地

適用性を明らかにしたことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔優秀技術賞〕

農村協働力向上による農村振興

田中 邦彦・石田 勲・上野 眞也

本業績は，農村における協働力の向上に向けて，ソーシャル

キャピタルの態様を検討するとともに，内部拘束型 SC の構

築，互酬性の規範や社会的信頼の形成，地域の活性化に向けた

取組み，橋渡し型 SC の構築による周辺集落などとの連携構

築，行政の役割などを論じるとともに，先行研究をわかりやす
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くまとめたもので，農村振興に関わる技術者，研究者にとって

関連知識の理解の推進のために非常に有益であることが評価さ

れました。

――――――――・――――――――

〔優秀技術リポート賞〕

砂質土埋設工法による泥炭地水田の

米粒タンパク質低減技術

塚本 康貴・北川 巌・竹内 晴信

本業績は，粗粒火山灰を用いて硬盤層を形成し，根の伸長を

制限して稲による窒素吸収を抑制する「砂質土埋設工法」を開

発し，水田に適用して食味が良い低タンパク米の生産を実現し

たものです。本工法は，比較的低廉な費用で施工が可能で消費

者の好む良質米の生産に貢献することが評価されました。

――――――――・――――――――

〔優秀技術リポート賞〕

地域住民による直営施工への支援

小林 忠俊・小板橋晴之

本業績は，地域住民が主体になってホタル水路や農道を建設

する活動を支援した報告です。これは，農業用施設の維持管理

を地域住民が適切に行っていく上で重要な愛着を醸成する効果

を持ち，また，県職員が地域住民と協働することで，地域住民

の潜在能力の発揮，地域住民の結束力の強化，地域住民と行政

の相互理解の促進などをもたらすなど，地域に根ざしたグラウ

ンドワーク活動を通じて，地域と行政とのあり方や地域資源の

維持管理に関する有益な示唆を与えるものとして評価されまし

た。

――――――――・――――――――

〔優秀技術リポート賞〕

携帯電話を用いた揚水機場管理のための遠隔監視装置

法戸 正登

本業績は，携帯電話の機能を用いて揚水機場の運転をリアル

タイムで監視する安価で簡易なシステムを報告しました。この

システムは身近になった最新技術の組合せにより実現した，汎

用性，普及性に優れた技術で，農業者の高齢化などが進む中，

今後多くの水管理施設の機能向上への貢献が大いに期待される

ことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔優秀技術リポート賞〕

開水路の表面被覆工法の長期耐久性能に

関する調査検討

本條 忠應

本業績は，エポキシ樹脂を用いたコンクリート開水路の表面

被覆工の有効性，耐久性を施工から１３年後に比較検証した結

果を報告したものです。コンクリートの中性化の進行，アルカ

リ骨材反応抑制への効果があること，その発揮する条件などが

示され，水利施設の補修結果に関する長期経過後の実績データ

や診断結果の少ない中，今後の農業水利施設のストックマネジ

メントを進める上で，大変有意義なものとして評価されまし

た。

――――――――・――――――――

〔優秀技術リポート賞〕

農業用ため池防災カルテの作成と危険度評価

佐々木伸浩・宮地 修一

本業績は，ある地域内のため池の状態を把握し，改修の優先

順位，住民への情報提供などに活用する「ため池カルテ」の作

成手法を既存データベースと簡易な手法の組合せによって改善

した事例を報告したものです。これは，高度な知識がなくとも

内容の理解を容易にすることができ，多数の施設を等質に扱う

ために有効であり，実務を行う技術者に受入れ易いアプローチ

であり，ストックマネジメントの効率的な執行と地域住民の安

全・安心向上に貢献する取組みとして評価されました。

――――――――・――――――――

〔著作賞〕

「水の奇跡を呼んだ男」の著作

平野久美子

本業績は戦前の台湾で土地改良に大きな足跡を残し，台湾の

人々に現在も尊敬されながら日本ではほとんど知られていない

農業土木技術者「鳥居信平（のぶへい）」の活動，業績を追い，

著書として出版されたものです。この著書は，環境を変えない

で河川の伏流水を利用するため，地下ダムを建設し，水利開発

を行った鳥居信平のロハスな業績を掘り起こし，多くの人に広

く知らしめました。このことは，技術史の視点から大きな意義

を持つものであり，さらに日本と台湾の友好関係の進展にも大

きく貢献するものと高く評価されました。

――――――――・――――――――

〔教育賞〕

JABEE 等永年にわたる国際協力に関する幅広い貢献

小林 稔昌

本業績は，国際的なエンジニアとしての豊富な経験を活か

し，JABEE 運営や技術者継続教育機構（CPD）設立への参画

など，農業土木における技術者の教育体系の構築に多大な貢献

をするとともに，永年にわたって，学会誌への投稿，学会の関

連委員会での委員活動など，後進の教育に関わる学会活動を通

した貢献をされたことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔環境賞〕

環境教育を通じた農山村の活性化の啓発と

グリーン・ツーリズムの普及への貢献

長崎 喜一

本業績は，氏の農業土木技術者としての識見や山岳連盟など

での活動経験を活かし，地元住民を巻き込んで農村の伝承技術

の承継と体系化や環境教育に取り組むとともに，都市農村交流
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を促進し，農村の生態系保全，美しい環境保全など地域づくり

に貢献してきたこと，また，その活動が，現在全国各地で取り

組まれてきている里山活動の先駆的かつ模範的な事例として評

価されました。

――――――――・――――――――

〔歴史・文化賞〕

「水・土の全貌」を詳報した一連の業績

大橋 欣治

本業績は，学会誌「水土の知」に連載された『水利遺産探訪』

と土地改良新聞に掲載された『土の魂―土に関するフォークロ

ア』が，いずれも農業土木の遺跡とその基盤になった技術，農

業・農村に関わる人や水土の条件を，膨大な資料の丁寧な分析

を通して掘り起こし，農業土木に関わる「水」「土」「人」が果

たしてきた歴史・文化・文明・民俗的な側面からの役割とその

意義を多面的な切り口で表現しており，農業・農村の活動を後

世に伝える書として評価されました。

――――――――・――――――――

〔歴史・文化賞〕

みやぎの土地改良の歴史に焦点を当てた実践活動

三浦 誠一

本業績は，著書「元禄潜穴」と「土着の哲学」において，宮

城県の農業農村に関わる歴史的技術と人々の思いについて詳細

に分析，表現し，一般の多くの人を啓発されたこと，および土

地改良に関する図書，資料などを１カ所に集め，集中管理する

「土地改良歴史資料館」の設置を推進されたことです。氏のこ

れらの活動は，歴史・文化的な知，資料の保存や保全としてば

かりでなく，今後の農業農村における活動のよりどころになる

ものとして評価されました。

――――――――・――――――――

〔地域貢献賞〕

利根大堰地域における農業用水取水の安定化と

冬期通水への取組による地域発展への貢献

利根合口農業水利協議会

本業績は，農業用水を中心とした地域の円滑な水需給システ

ムの運営管理に努力し，地域住民から信頼の置かれる団体とし

て活動し，新しい農業農村の状況に対応するため，冬期水利権

の確保を実現したことにより，新たな営農形態への基盤強化お

よび水環境の改善に貢献したことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔国際貢献賞〕

クリーン開発メカニズム（CDM）を活用した

農村開発モデルの確立と実証

松原 英治

本業績は，パラグアイにおいてクリーン開発メカニズム

（CDM）を利用した農村開発事業を成功させたものです。これ

は，「持続可能性が高い開発途上国での農村開発の１つのモデ

ル」として，今後ほかの国においても適用できる可能性が高い

ことから，農業農村工学に関する国際的な調査研究における優

れた成果として評価されました。

――――――――・――――――――

〔メディア賞〕

「水田魚道づくりの指針」の作成

（社）農村環境整備センター

ナマズのがっこう・メダカ里親の会

本業績は，「水田魚道づくりの指針」における，水田と排水

路との水域ネットワーク化による魚類などの生息環境保全の手

段としての水田魚道について，設計，施工から使用に至るまで

の具体的な手順を，普及の観点からわかりやすく編集され，ま

た同時に作成された DVD では，映像で作業手順が示されてい

ることにより，施工上のポイントやどの程度の労力が必要かな

どを，把握しやすくまとめられ，また，これらの資料は関係者

に幅広く配付されており，水田魚道の認知度の向上，普及など

に大きく貢献したことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔功労賞〕

長崎県における農業農村整備の推進と

農業土木技術者育成への貢献

福田 光博

本業績は，氏が長崎県庁において農業農村整備事業に長年従

事し，畑地灌漑や広域農道などの整備に迅力するとともに，同

県の農業経営大学校の教授として，また農業土木技術士会の会

長として，農業後継者および若手技術者の育成に永年にわたり

積極的に取り組まれたことが評価されました。

――――――――・――――――――

〔功労賞〕

宮城県における農業生産基盤の推進並びに

県土地連等技術者育成への貢献

千葉 夏資

本業績は，氏が３０年余にわたり，宮城県職員として農業土

木事業の第一線に立ち，水田汎用化対策の推進，大規模圃場整

備による地域の生産性の向上などの施策に関わり，大きな貢献

を果たしてこられるとともに，県退職後は，県土連の農業土木

技術者のリーダーとして，市町村などの多様なニーズに対応す

るため，組織改編を積極的に進めるとともに，技術士育成など

の県土連職員の技術力向上に貢献されたことが評価されまし

た。

平成２３年度上野賞選考経過報告

上野賞選考委員会

平成２１年１月号から平成２２年１２月号までに，農

業農村工学会誌に発表された業績の中から，総計２６
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件の業績が候補として各委員から推薦された。平成

２３年３月２４日開催の上野賞選考委員会において，各

候補業績について慎重な審査を行った結果，次の２

業績を選考し，平成２３年５月１９日開催の第２１９回

理事会において承認され，授賞が決定した。

――――――――・――――――――

〔上野賞〕

神通川流域カドミウム汚染田復元３０年の歩み

富山県農林水産部

神通川流域のカドミウム汚染田の復元事業は，昭和４３年に

イタイイタイ病が公害病に認定されたことを受けて，昭和５４

年から公害防除特別土地改良事業「神通川流域地区」として始

まりました。

本事業は，富山県が農用地土壌汚染対策地域に指定した神通

川流域の農地約１，５００ha の指定解除を目指す事業となりまし

た。

わが国の農地は基準値以下も含めると，カドミウムが検出さ

れる農地も多くあり，農産物への風評被害なども心配されるこ

とから，その対策，現状などはあまり一般に知られていません

でした。カドミウムの国際基準引き下げの動きなどもある中，

カドミウム汚染農地の復元は，将来的に優良農地を確保すると

いう点からも，非常に重要な課題でした。

本事業は，大面積の汚染田の復元を行うとともに，その農地

を生産性，汎用性の高い水田へと改良し，現在の農業情勢に

合った農業生産を行い，地域の活性化につなげようというハー

ド，ソフトを兼ね備えた事業でありました。

また，技術的には大面積の汚染田復元のため，従来の「排土

客土工法」が適用できないことから，地域での実験結果に基づ

き，汚染土を地域外に排土しない「埋込客土工法」「上乗せ客

土工法」を，土地条件によって使い分け，合理的かつ経済的に，

整備を進めたことが，他地域での活用も想定される事例として

優れたものであると評価されました。

本事業は，わが国の高度成長時代の負の遺産ともいえるカド

ミウム汚染田と正面から向き合い，農地復旧と被害者団体との

調整というハード，ソフト両面からの課題に，３０年の長きに

わたり継続して取り組み，それにより本地域が新たな農業地帯

として再生したことが，上野賞にふさわしいと評価されまし

た。

――――――――・――――――――

〔上野賞〕

野洲川ダムの洪水吐の改修

近畿農政局整備部

「野洲川地区」は，野洲川に沿って広がる滋賀県守山市ほか

４市の水田３，１２０ha を有する地区であります。

野洲川流域においては，山林の崩壊，地域開発の進行や降雨

強度の増加など，自然的・社会的状況の変化に起因して流出量

が増大した結果，国営野洲川土地改良事業（昭和２２～３０年度）

により造成された，野洲川ダム，石部頭首工など，基幹水利施

設の洪水流下能力が不足するなどの機能低下が生じました。

このため，国営総合農地防災事業「野洲川沿岸地区」（平成

１１～２１年度）により，野洲川ダムと石部頭首工を改修し，施

設の機能回復と災害の未然防止を図るとともに，農業生産性の

維持および農業経営の安定を図るなど，国土保全に寄与しまし

た。

本地区の特徴としては，気象・水象条件の変化に即応した施

設改修の実施，既設の基幹水利施設を供用しながら施設改修を

行うための設計，改修工法，施工が挙げられます。

特に，授賞対象である「野洲川ダムの洪水吐の改修」では，

ダムの洪水流下能力を増大させるため，洪水吐断面を拡大し，

洪水吐の形式をゲート式から自由越流式へ変更し，導流壁を設

置し，減勢工を跳水式から副ダム式に変更しました。また，ダ

ムの安定を図るため堤体下流面に水平幅１．５m の厚さでコン

クリートを打設し，さらにダム管理および警報システムの水準

向上などの設計・施工・対策が行われました。これらの関連工

事は，灌漑期にダムを運用しながら実施した点に特徴がありま

す。

本事例にみられるように，流域の地域開発の進行，降雨強度

の増加などの自然的・社会的状況の変化に適応した施設改修

は，今後の施設機能保全，気候変動適応策の先進事例として，

農業農村工学に関する事業の新しい分野の発展に寄与すると認

められるので，上野賞にふさわしいとして選考されました。

平成２３年度沢田賞選考経過報告

沢田賞選考委員会

沢田賞選考委員会において授賞規程および細則に則

り，各案件について熱心かつ慎重な意見交換の後，１

件が選考され，平成２３年５月１９日開催の第２１９回

理事会において承認され，授賞が決定した。

――――――――・――――――――

〔沢田賞〕

農地水利用を組み込んだ分布型水循環モデルの開発と

その国際展開

増本 隆夫

世界人口の増大，新たな食料輸入大国の台頭，バイオマス利

用の促進による食料とエネルギーの競合，気候変動下での穀物

生産や水資源確保の不安定化など，地球上の水資源や食料の不

足と偏在が新たな国際的課題となっている中，氏は，応用水文

学・水資源学分野における膨大な研究業績の上にたって，多様

な水利用と作物の作付けパターンや収量予測を組み込んだ分布

型水循環モデルを開発し，その成果を現下の国際的課題に適用

する活動を展開してきました。

農林水産省の委託プロジェクト研究を統率し，気象，栽培，

経済，国際等多くの分野のモデルとの統合を実現し，地球規模

水循環変動が食料生産に及ぼす影響の評価と対策シナリオの策

定を達成，和文と英文のマニュアルを編集して政策立案に貢献

する段階まで高めました。

この研究成果は，PWE（Paddy and Water Environment）

に特集“Water and Food”として２０ページにわたって掲載さ

れたほか，一連の研究成果はインパクトファクターの高い国際
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誌に多数掲載され，さらに WWF，PAWEES，ICID，CIGR

やメコン河委員会の場で講演するなど，国際的に高い評価を受

けています。

また，これらの業績から，IPCC の特別報告書「気候変動へ

の適応促進のための極端現象と災害のリスクマネジメント」の

査読編集者に選出され，目下，とりまとめに向けて精力的な活

動を展開しています。

以上のように，氏は，農業農村工学に軸足を置きながら世界

に先駆けた研究の展開によって質の高い業績をあげ，国際的に

高い評価を獲得した後は，総合科学技術会議の「地球規模水循

環変動イニシアティブ」への貢献や，科学技術・学術審議会な

らびに食料・農業・農村政策審議会の専門委員を務めるなど，

社会に大きく貢献しており，沢田賞の授賞にふさわしいと評価

しました。

学 会 賞 を 受 賞 し て

【学術賞】

山林や農業農村システムの有する多面的機能の
評価に関する一連の研究

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授 堀野 治彦

このたびは栄えある農業農村工学会

学術賞を賜り，誠に光栄に存じます。

拙ない研究を見いだしご推薦，ご審議

いただいた方々ならびに学会事務局の

皆様には衷心より御礼申し上げます。

近年，農業農村域に内在する地域資源的資産やその

多面的機能が広く認識され，生産機能だけではなく環

境形成にも作用する農業農村システムの重要性が論じ

られるようになりました。多面的機能の新たな発揮や

強化，保全などを実際に計画し実践する有効性を高め

るには，各機能の強弱や効果について定量的に評価さ

れることが望まれます。受賞の研究では，山林や農地

域を対象に水の移動・動態に関わる諸元をもとにし

て，①水田の地下水涵養，②流況の安定化（洪水緩

和・渇水緩和），③地域用水としての効用，④水辺域

の気温緩和，⑤ため池の流出負荷削減の５項目の多

面性についてできるだけ定量的な整理を試みました。

これらの業績は，必ずしも密に関連しているわけでは

なく，その意味で歴代の学術賞のように，ある領域に

精進した高レベルの成果を会員の皆様に還元するよう

な内容ではない気がします。また，事例的側面が強い

成果がほとんどです。しかしながら，地域研究として

の農業農村工学を考えたとき，個々の機能や特性を

個々の現場において積み上げていくことはやはり重要

でしょう。すなわち，普遍性の抽出だけが重要なので

はなく，時には現場の特異性・固有性に価値が見いだ

されることも否定できません。今後も関連の機能評価

に係る成果が蓄積されるとともに，集約・統合されて

他国の参考となるよう検討されることを期待いたしま

す。

川（水）が好きで，農業が何となく好きで，これに

関わる研究に従事してきましたし，今後も続けて努力

する所存です。琵琶湖やその周辺の水田域が，比較的

近くに存在していたことが幸運でした。何より，丸山

利輔京都大学名誉教授をはじめご指導いただいた先生

方，ご協力いただいた先輩・後輩，学生諸氏，現地調

査等でお世話いただいた関係各位など，多くの皆様に

恵まれたことを幸せに感じ，厚く感謝いたします。

【学術賞】

現地フィールドの複雑な物質移動系の数理解析
およびモデリングに関する研究

東京大学大学院農学生命科学研究科教授 塩沢 昌

このたびは図らずも学術賞をいただ

き，有り難く存じます。推薦者ならび

に審査の労をとって下さった方々に感

謝します。

受賞対象となった研究は，土壌や農

地や流域のいくつかの場面における水・熱・物質移動

現象の解析です。すなわち，�台地のような地下水位

が深い場合の長い不飽和における降雨による上部にお

ける浸透フラックス変化が不飽和層を伝達する過程の

支配方程式に基づく数値実験と駆動力を重力のみとし

て含水率の関数として水フラックスが決まる単純な解

析モデルを示した研究，�高層湿原を含む泥炭湿原を

横断する地下水位分布に対して，層別に透水係数が異

なる地下水流動モデルを当てはめて層別の透水係数を

推定した研究，�低平地水田の初期湛水過程を調べ水

足進行に簡単なモデルを適用した研究，�土壌面蒸発

において乾燥層の日平均の地温と相対湿度の勾配を測

定して蒸発速度にみあう蒸発潜熱のシンクと水蒸気フ

ラックスのソースが底部に存在することを実証し乾燥

層の水蒸気拡散抵抗で蒸発速度が決まるとする「乾燥

層モデル」の妥当性を示した研究，�熱帯水田流域の

窒素収支を現地調査で求めて残差として得られる脱窒

（ネットの大気損失）が流域からの主要な窒素アウト

プットで河川流出の数倍もあることを明らかにした研

究，�砂のような乾燥粒状媒体における浸潤前線につ
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いて（フラックスが小さくても）飽和しないと進まな

いという特異な性質がありフィンガー流発生の原因で

あることを実験で示した研究，などです。

これまでの研究で，物理法則には普遍性があり土壌

においても説明のできない不可解な現象は存在しない

ことを確信してきました。現場における複雑にみえる

物質移動現象の本質的な部分は比較的単純なモデルで

表現できるものです。受賞業績は論文の連名となって

いる恩師や共同研究者や大学院生との共同の成果であ

り，優れた方々と一緒に研究ができたことを有り難く

思います。

【研究奨励賞】

稲作地域の水環境に対する解析学的手法の
応用に関する一連の研究

京都大学大学院農学研究科准教授 宇波 耕一

このたびは，栄えある研究奨励賞を

賜り，大変光栄に存じます。ご推薦，

ご審議いただいた方々，学会事務局の

皆様には心より御礼申し上げます。

稲作が行われる農地は，河川やダ

ム，ため池のような水源，後背の里山や畑地と一体と

なり，それぞれの地域に固有の環境を創り出していま

す。一連の研究は，線型システム，変分法，浅水方程

式，確率過程といったごく基本的な概念に基づいて，

稲作地域の水環境に関する普遍的な理解を試み，ま

た，その正当性を国内外のフィールド，とくに，本邦

の琵琶湖流域とガーナ共和国のサバンナ気候区におけ

る調査を通じて実証しようとしたものです。具体的に

は，�現代制御理論を用いた一般の水体における水質

管理問題の考察，�変分法に基づいた決定論的な最適

制御理論の用水管理に対する応用，�洪水時における

水の動的特性に着目した稲作地域の多面的機能評価，

といった課題に取り組んでまいりました。さらに，こ

れらの課題に対する定量的なアプローチにおいて不可

欠となる，水の流れ場の数値解析モデルや魚類行動の

確率過程モデルについても重点を置いてまいりまし

た。

現在，稲作地域の水環境は，世界中いずれの地域に

おきましても，社会，経済情勢や気候変動の影響によ

り，劇的な変化を続けています。それに応ずるべく，

関連する学術分野は，きわめてエキサイティングな状

況にあるといえます。研究者には，文字どおり骨肉を

削るような努力が求められていることを，今回の受賞

に際しまして感じた次第です。

最後になりましたが，ご指導いただき，また，さま

ざまな難題の解決策を一緒に模索していただいた先生

方，共同研究者の方々，学生諸君に深く感謝いたしま

す。さらには，過酷な気象条件のもと，高い技術水準

が要求されるフィールド調査にご協力いただいた，関

係機関，営農者，地域住民の皆様に厚く御礼申し上げ

ます。

【研究奨励賞】

環境負荷削減・生態系保全に配慮した
水・物質管理に関する一連の研究

京都大学大学院農学研究科講師 中村 公人

このたびは研究奨励賞を賜り，誠に

光栄に存じます。ご推薦，ご審査いた

だいた方々ならびに学会事務局の皆様

に心より御礼を申し上げます。また，

学会活動では，主に，土壌物理，環

境，水文・水質分野の方々から多くの有益なご助言を

いただき，これに対しても大変感謝しております。

本研究は，生産性や品質のみを考慮した従来の灌漑

排水技術を環境も配慮したものに転換していく必要が

あるとの観点に立って，水田や畑における環境負荷削

減や生態系保全のための水と主に栄養塩類の管理法の

効果について検討してきたものです。これを通して，

循環灌漑，田越し灌漑の有効性や生態系保全に関わる

用排水量概念の必要性，土壌中の窒素動態について論

じてきました。

しかし，不十分な点が多くあり，環境負荷削減，生

態系保全，生産性，高品質化だけではなく，たとえ

ば，これからの農業経営体の規模や形態を考慮する

と，さらに省力化が可能な水・物質管理を模索する必

要があるでしょうし，農業分野においても省エネル

ギー化が期待されるものと思われます。これらにでき

る限り配慮した有効な管理手法を提案することによ

り，地域の農業の維持・発展に寄与できればと考えて

います。

このように考慮しなければならない視点は多岐にわ

たりますが，私自身の基本的な考え方は，水管理に

よって土壌水分量，土壌水分フラックス，土壌の酸化

還元状態などを変えることができ，それによって，土

壌中の物質動態を人為的に制御できるという，「水管

理の制御による土壌中の水・物質移動の管理」となり

ます。土壌物理学や水文学を基礎とした新しい灌漑排

水技術を今後とも模索していきたいと思っておりま

す。

最後に，研究の実施に当たり，ご指導をいただいた

先生方，ご協力をいただいた共著者の方々，調査に関
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わっていただいた農家・水土里ネット・民間企業・行

政機関の方々，京都大学大学院農学研究科水環境工学

研究室の学生諸氏に厚く御礼申し上げます。

【研究奨励賞】

富栄養化が進む閉鎖性水域の水環境動態の
解析・予測に関する一連の研究

九州大学大学院農学研究院准教授 原田 昌佳

このたびは研究奨励賞を賜り，大変

光栄に存じます。ご推薦，ご審査いた

だきました皆様ならびに学会事務局の

皆様に心より御礼申し上げます。

わが国では，古来，農業用水源を確

保するための貯水池が造成されてきました。天然湖沼

も含めてこのような水域は，農業農村地域において重

要な役割を果たす環境資源の一つです。しかしなが

ら，生活排水・農業排水・畜舎排水などを通じた過剰

なリンや窒素の流入負荷によって，富栄養化に代表さ

れる水環境の劣化が大きな社会的問題となっていま

す。そのため，持続的な農業農村地域の発展を考える

上でも，湖沼や貯水池などの水域水環境の保全・改善

は喫緊の課題といえます。これがまさに本研究のバッ

クグラウンドです。

本研究では，農業農村地域の淡水湖，汽水湖および

農業用貯水池の閉鎖性水域を対象に，三つの視点から

水環境動態の解析・予測手法の確立を目指しました。

一つ目は，詳細な水環境モニタリングに基づいた水環

境の現状評価や特徴抽出です。二つ目は，環境水理・

水質工学モデルによる数値計算を通じた水環境要素，

とくにクロロフィル a，栄養塩，溶存酸素の動態解析

と将来予測です。三つ目は，ニューラルネットワーク

やカオスなどの非物理モデルを援用した水質環境の予

測手法の開発です。以上はいずれも水環境アセスメン

トの核となるもので，水質改善そのものではありませ

んが，持続的な水環境の創出を考える上で重要な知見

を与えます。今後は，本研究の成果を駆使した水環境

の維持・管理に貢献したいと考え，併せて水質改善技

術の開発にも携わっていきたいと考えています。

最後に，本研究を遂行するに当たり，鳥取大学名誉

教授・吉田 勲先生，九州大学大学院教授・平松和昭

先生をはじめとする先生方にご指導いただきました。

また，多くの学生の支援のもとでフィールド調査を行

うことができました。ここに，諸先生ならびに学生の

皆さんに心より感謝申し上げます。

【研究奨励賞】

信頼性設計の概念に基づいた土構造物の
設計・リスク評価に関する解析手法の研究

岡山大学大学院環境学研究科教授 西村 伸一

このたびは身に余る賞を頂戴し，関

係各位にお礼申し上げます。

さて，受賞テーマである「信頼性設

計」の研究を始めたのは，大学４回

生の卒業論文で，恩師である長谷川高

士先生（京都大学名誉教授）から，「確率有限要素法」

について勉強してみないか，とご指導いただいたのが

発端であると思う。当時としては目新しそうなテーマ

に楽しみを覚えながら取り組むことができた。そのま

ま，大学院修士課程に進学し，「信頼性解析」という

ようにややテーマを広げて研究に取り組んだ。その

後，１９８７年に岡山大学に職を得て，博士論文の作成

に向けて，やはり，「信頼性解析」の研究を続けたが，

研究内容を，干拓地の多い岡山県の土着問題である

「軟弱地盤問題」へ適用しようと考えるようになった。

ただ，実問題への適用を考えれば考えるほど，「信頼

性解析」などという方法は，現場の問題を前にまった

く無力ではないかと感じるようになった。何とか学位

論文を完成させ，もっと役に立ちそうな新しい研究

テーマを模索しているとき，在外研究の機会をいただ

き，テキサス大学の Robert Gilbert と地下水のリス

ク評価について共同研究を始めた。そのとき感じたの

が，米国やアジアの新興国では「信頼性解析」や「リ

スク評価」といった研究が非常に活発であるというこ

とである。それを機会に，研究テーマの善し悪しなど

は，自分の浅学の中で判断する必要はなく，何か自己

主張できる点があれば良いと考えている。幸運にも最

近は，設計体系に限界状態設計法が組み込まれ，「信

頼性設計」も少しは世間の役に立つようになっている。

ただし，上記のような，米国やアジア各国と日本の違

いがあるのかを考えると，日本では，「統計学」や「確

率論」といった実用的な数学の教育が少しおざなりに

されてきた点にも問題があると思われる。自分は数学

者ではないが，応用分野において，この日本の欠点

を，大学教育において埋めていくのも自分の役割か，

と僭越ながら考える次第である。
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【優秀論文賞】

圧力曲管部軽量スラスト防護工法の
設計手法の提案

東洋建設（株）

鳴尾研究所

神戸大学大学院

農学研究科教授

（独）農業・食品産

業技術総合研究機

構農村工学研究所

澤田 豊 河端 俊典 毛利 栄征

このたびは，「圧力曲管部軽量スラスト防護工法の

設計手法の提案」に対しまして，農業農村工学会優秀

論文賞を賜り，大変光栄に存じます。本論文は，農業

用パイプライン屈曲部の耐震性を向上させる目的で，

著者らが考案した軽量化スラスト防護工法の設計手法

に関する論文です。

圧力管路であります農業用パイプラインの屈曲部に

は曲率の外側にスラスト力が作用します。本論文で対

象とした工法は曲管部内側にジオグリッドとアンカー

プレートを籠状に取り付けることにより，曲管と地盤

との一体化を図り，逆側に作用するスラスト力に抵抗

するものです。設計においては，当工法により発揮さ

れる水平抵抗力を精度良く算定することがきわめて重

要となります。本論文では水平抵抗力算定において，

一体化領域（地盤の破壊領域）のモデル化とジオグリッ

ドの伸びを考慮しました。その結果，過去に実施され

ました実規模実験の結果を精度良く算定することがで

きました。また，これまでの設計では，水平抵抗力が

曲管の変位に関係なく算定されてきましたが，当設計

手法では，水平抵抗力と曲管変位の関係を定式化する

ことにより，安全率を管の移動量により規定される合

理的な手法であると言えます。今後の課題としまして

は当設計手法の適用範囲や信頼性の検証を行うために

現場計測などの実証試験からデータ収集を行う必要が

あります。

最後になりますが，本論文に対し貴重なご意見を賜

りました閲読者の方々ならびに審査いただきました論

文集編集委員の皆様に心より感謝申し上げます。

業績の本文

圧力曲管部軽量スラスト防護工法の設計手法の提案，農業農

村工学会論文集２６５，pp．３３～４０（２０１０）

【優秀論文賞】

キャピラリー・バリア地盤における
雨水浸潤挙動の現地計測と限界長の評価

新潟大学自然科学系（農学部）教授 森井 俊広

企業から移り大学の教育研究分野で

お世話になるようになって，２０年が

過ぎました。ちょうどの節目に栄えあ

る学会賞をいただくことができ，身の

引き締まる思いです。ご推薦，ご審議

いただいた関係者の皆さま，そして農業農村工学会と

学会会員の皆さまに厚くお礼申し上げます。

受賞論文の題目にあるキャピラリー・バリアは，上

層に砂などの相対的に細粒の土，下層に礫などの粗粒

な土を敷設した単純な層状地盤をいいます。土の不飽

和水分特性の違いにより，地表面からの浸潤水は両層

の境界面の上部で捕捉され，境界面に傾斜があるとそ

れに沿って流下していきます。古くは古墳の造営技術

として用いられ，石室の湿潤化を防ぐのに一役かって

きました。受賞論文は，雨水浸潤の遮断機能を，長期

間にわたる野外計測により確認したものです。半信半

疑の着手でしたが，数カ月後に出てきた計測データに

は見事に遮水性が表われており，砂と礫に神秘をみる

思いでした。境界面に沿って流下する水はしだいに質

量を増し，いずれ下層に浸潤し始めます。ここに至る

までの水平距離を限界長といい，論文では，野外計測

値からこれを見出し，理論的に予測できることも示し

ました。この予測精度を高めていけば，キャピラ

リー・バリア地盤の構造設計と材料選択が容易にな

り，実務面へ大きく展開できると期待されます。

キャピラリー・バリアは，用いられるのが自然材料

のみであり，環境への負荷が小さいという点で，優れ

て現代的な説得性をもちます。斜面すべりを抑制する

減災工のほか，低レベルの放射能汚染土や建屋廃材な

どの長期保管場の表面被覆工に適用できます。浸潤水

を捕捉，貯留する機能に着目すると，半乾燥地域にお

ける節水灌漑技術としての展開も可能です。

この間，堀江昭仁君，上原るり香さん，神田美沙さ

ん，菅原友貴君，土屋裕輝君，門口隆太君，小松元太

君，成澤浩平君ならびに松本 智君には，卒論，修論

研究の一環として実験や計測にご協力いただきまし

た。共同研究者の井上光弘先生と竹下祐二先生には，

常日ごろ，有意義な議論をいただいています。キャピ

ラリー・バリア研究の方向性について，宮� 毅先生

からは何度か温かいご助言をいただきました。ここに

記して，皆さまに深く感謝申し上げます。

平 成２３年 度 農 業 農 村 工 学 会 賞 59

水土の知 ７９（１１） ８６５



業績の本文

キャピラリー・バリア地盤における雨水浸潤挙動の現地計測

と限界長の評価，農業農村工学会論文集２６３，pp．９１～９７

（２００９）

【優秀技術賞】

超音波法を用いたPC管の
部材厚測定手法の現地適用性

（独）水資源機構

総合技術センター

（独）水資源機構

利根導水総合事業所

宇都宮 淳 伊藤 保雄

（独）水資源機構

木曽川用水総合管

理所弥富管理所

（株）ダイヤコン

サルタント技術開

発センター

（独）農業・食品産

業技術総合研究機

構農村工学研究所

土田百合子 小泉 和広 毛利 栄征

このたび，農業農村工学会誌に投稿させていただい

た本報文につきまして，優秀技術賞という栄えある賞

を賜り，大変光栄に存じます。また，本報文の投稿に

当たり，貴重な助言をいただいました査読者の方，受

賞に当たり，ご推薦，ご審議いただきました皆様，そ

して農業農村工学会事務局の皆様に厚く御礼申し上げ

ます。

本研究は，農林水産省官民連携新技術開発事業の共

同研究として，（独）農業・食品産業技術総合研究機

構農村工学研究所，（株）ダイヤコンサルタント，（独）

水資源機構が協働して開発に取り組んでいる，超音波

を用いた PC 管部材厚の計測手法の現地での適用性を

確認したものです。なお，本手法は，平成１５年頃か

ら多くの担当者が技術を引き継ぎながら形にした成果

です。

近年，（独）水資源機構が管理している PC 管では，

管外面のカバーコートモルタルが劣化することに起因

する大規模な出水が顕在化しつつあり，出水による被

害防止のため，カバーコートモルタルの劣化の兆候を

未然に確認する手法が必要となっています。本計測手

法は，PC 管の内面から超音波を用いて非破壊でカ

バーコートモルタルの残存厚を計測し，その健全性を

確認するもので，現地にて調査を行った結果，本手法

による計測値と実測値に有意な差は認められず，現地

適用性を確認することができました。

現在，本手法は実際に現地調査に採用され始めてお

り，今後も多くの PC 管の健全度調査に利用されるこ

とが期待されますが，まだ解決すべき技術的な課題も

残っていることから，今後さらに調査データを蓄積

し，より精度の高い計測手法を確立したいと考えてお

ります。そして，こうした調査手法を確立していくこ

とで，漏水事故を未然に防止し，安定した水供給に貢

献していきたいと考えております。

最後になりましたが，本報文の作成に当たり，多大

なるご協力いただきました関係者の皆様に厚く御礼申

し上げます。

業績の本文

超音波法を用いた PC 管の部材厚測定手法の現地適用性，水

土の知７８（５），pp．２３～２７（２０１０）

【優秀技術賞】

農村協働力向上による農村振興

NTC コンサルタ

ンツ（株）

国土交通省都市・

地域整備局

熊本大学政策創造

研究教育センター

田中 邦彦 石田 勲 上野 眞也

このたび，優秀技術賞を賜り，大変光栄に存じま

す。受賞に際し，ご推薦，ご審議いただきました方々，

ならびに学会事務局の皆様に深く感謝申し上げます。

少子高齢化や混住化の進行など農業農村をとりまく

急速な変化の中，農村の集落機能が低下しており，農

村地域が持続的に存続するとともに，国内の農業や多

面的機能を維持発展させていくための方策を考え出す

ことが求められています。そのために地域住民の信頼

とネットワークを強化し，地域資源などを活用するこ

とで地域活性化につなげていくことが有効なのではな

いかという視点から，ソーシャル・キャピタル（以下，

「SC」という）を再構築する政策が注目されています。

それは，旧来の農村社会の中で形成された閉鎖的な

SC の再生ではなく，現代の農村社会に適応した新し

い SC の構築を意味するものです。

本報では，全国の農村集落を対象に SC に関するヒ

アリングやアンケート調査結果を実施し，新しい SC

構築のための課題や必要な行政支援策などを整理しま

した。課題としては，地域活動を通じた世代を超えた
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地域住民の交流の促進，地域のために何かをしたいと

いう地域住民の個々の想いを共有し活動につなげるこ

と，他出した若者や周辺集落等外部との連携の構築な

どが挙げられました。また，そのための行政支援とし

てそのような活動につなぐための場の構築や情報提

供・啓発などの必要性がうかがえました。

今後とも，農業農村に関わる者の一員として，この

ような農村の現状や課題について関心を持ち，役割を

見出し，行動していきたいと考えております。

なお，現地調査やアンケート調査に際しては，関係

県・市町村職員，農村集落の皆様にご支援ご協力をい

ただきました。また，本調査に当たり，農林水産省農

村振興局，（財）日本水土総合研究所，農村協働力向

上施策検討委員会の委員各位には甚大なご支援をいた

だきました。この場をお借りしまして心よりお礼申し

上げます。

業績の本文
農村協働力向上による農村振興，水土の知７７（６），pp．２９～

３２（２００９）

【優秀技術リポート賞】

砂質土埋設工法による泥炭地水田の
米粒タンパク質低減技術

北海道立総合研究

機構農業研究本部

中央農業試験場

（独）農業・食品産

業技術総合研究機

構農村工学研究所

北海道立総合研究

機構農業研究本部

十勝農業試験場

塚本 康貴 北川 巌 竹内 晴信

このたび，（社）農業農村工学会より優秀技術リポー

ト賞を賜り，大変光栄に存じます。受賞に際しまし

て，ご推薦，ご審議いただきました方々，ならびに学

会事務局の皆様に心より御礼申し上げます。

本リポートは，米粒タンパク質含有率の高まりで食

味が悪くなりやすい泥炭地水田において，米粒タンパ

ク質含有率を低減させる土層改良「砂質土埋設工法」

を考案し，その施工方法を示すとともに，施工効果に

ついて報告したものです。北海道の水田面積の約

２０％ を占める泥炭地水田では，水稲の根が下層の泥

炭から窒素を吸収してしまうため，米粒タンパク質含

有率が高まり，既存の対策技術によっても十分な改善

に至らないことが指摘されていました。そこで作土層

と泥炭層の間に透水性の良好な粗粒火山灰で厚さ５～

１０cm の硬盤層を造成する「砂質土埋設工法」を施工

することで，水稲根の泥炭層への伸長を制限し，泥炭

からの生育後期の窒素吸収を抑制することにより，米

粒タンパク質含有率の低減化を図りました。

「砂質土埋設工法」の施工方法は，現在行われてい

る農業農村整備事業での区画整理工種時に行うことが

できます。作土を�ぎ取り，粗粒火山灰を敷き均した

後に作土を敷き戻す工程となりますが，今後は施工方

法の低コスト化に向けた取組みが課題となります。本

技術は水稲の品質に大きく影響する土壌特性を基盤整

備技術によって改善するものであり，本技術が泥炭地

水田における安定的な高品質米生産の一助となれば幸

いと考えております。

最後になりましたが，本業績の試験実施に当たり多

大なる協力を得た北海道農政部，北海土地改良区南幌

事業所，深川土地改良区をはじめとした関係者の皆

様，ならびにリポート作成に当たり，閲読，ご指導い

ただきました関係者の方々に深く御礼申し上げます。

業績の本文

砂質土埋設工法による泥炭地水田の米粒タンパク質低減技

術，水土の知７７（１１），pp．３４～３５（２００９）

【優秀技術リポート賞】

地域住民による直営施工への支援

長野県松本地方事務所

農地整備課

長野県佐久地方事務所

農地整備課

小林 忠俊 小板橋晴之

このたびは，優秀技術リポート賞を賜り，大変光栄

に存じます。受賞に当たり，ご推薦，ご審査いただき

ました方々，ならびに学会事務局の皆様に心から感謝

申し上げます。

農村地域において，過疎化・高齢化・混住化などに

より農業用施設を維持・管理していくことが困難にな

る中で，農業者だけでなく地域全体でこれらの資源を

守っていくことが重要となります。本リポートは，そ

のような地域の取組みの中で，地域住民が自ら行う直

営施工を支援するために県職員が結成した「手づくり

農村応援隊」の活動を報告したものです。

今回の受賞は，私たち農業土木の技術者に求められ

る役割について，改めて考えさせられるきっかけとな

りました。公共事業の予算が縮減し，農業農村整備事

業の役割も施設の維持補修へと変化して行く中で，地

域の要望を的確に把握し応えていくためには，自らが
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地域の中に飛び込んで農業者や地域住民とコミュニ

ケーションを図り，合意形成をしていくことも重要な

ことです。それも一つの「技術」であり，応援隊の活

動は，その研鑽の場ともなっているのではないかと思

います。

学会賞授与式では，応援隊の活動について佐藤選考

委員長より「施設への愛着を創造し，地域のグランド

ワーク活動を推進する上で有益な活動である」との講

評をいただきました。優秀技術リポート賞の受賞に恥

じないよう，今後とも更なる努力を重ねていきたいと

思います。最後になりましたが，応援隊の活動を総括

していただいた勝野泰光氏，玉村幸一氏，積極的に参

加していただいた隊員の方々，一緒に活動した地域の

皆様，また本報を推薦ならびに評価していただいた

方々，閲読いただいた諸先生方，農業農村工学会編集

委員の皆様に重ねて心から感謝申し上げます。本当に

ありがとうございました。

業績の本文

地域住民による直営施工への支援，水土の知７８（６），pp．２６

～２７（２０１０）

【優秀技術リポート賞】

携帯電話を用いた揚水機場管理のための
遠隔監視装置

近畿農政局大和紀伊平野農業水利事務所 法戸 正登

このたび，優秀技術リポート賞を賜

り，大変光栄に存じます。受賞に際し

まして，ご推薦，ご審議いただきまし

た委員の方々，ならびに学会事務局の

皆様に心より御礼申し上げます。

本リポートは，国営総合農地開発事業「五条吉野地

区」の揚水機場管理を携帯電話により監視している事

例を紹介したものです。

遠隔監視装置は，平成１３年度に設置され，現在ま

でに，ポンプの異常が管理者の携帯電話にメール送信

されることにより異常運転の早期発見につながり，ポ

ンプの早期補修に寄与しています。また，ファームポ

ンド（吸水槽）の低水位などの情報は，耕作者の過剰

な用水利用（スプリンクラによるローテーション灌漑）

やパイプラインからの漏水の早期発見に役立っていま

す。

新たに既設ポンプ制御盤と遠隔監視装置本体をケー

ブルでつなぐことにより，既存施設を利用してポンプ

の異常を携帯電話により管理者に通知できるようにな

り，設置費用が安く，維持管理費も軽減する結果とな

りました。

揚水機場水管理施設において，経済性の観点，改良

区の維持管理業務の内容を踏まえた結果，遠隔監視装

置は，携帯電話のような身近な機器を活用すること

で，維持管理の効率化を図ることができたと考えてお

ります。今後，本地区の実施事例が，他地区の参考と

されることを願っております。

最後になりましたが，リポート作成に当たり，閲読，

ご指導いただきました方々に深く感謝申し上げます。

業績の本文

携帯電話を用いた揚水機場管理のための遠隔監視装置，水土

の知７８（３），pp．４４～４５（２０１０）

【優秀技術リポート賞】

開水路の表面被覆工法の
長期耐久性能に関する調査検討

（株）チェリーコンサルタント 本條 忠應

このたび，優秀技術リポート賞を賜

り，大変光栄に存じます。受賞に当た

り，ご推薦，ご審議いただきました

方々，ならびに学会事務局の皆様に心

から御礼申し上げます。今回の受賞

は，現場で業務に携わるコンサルタント技術者にとっ

て大変励みになり，良い刺激をいただいたと感謝して

います。

本リポートは，エポキシ樹脂塗装の施工後１３年を

経過したコンクリート水路の中性化およびアルカリ骨

材反応抑制効果について現地調査を実施し，表面被覆

工法がコンクリートの長期耐久性能に及ぼす効果につ

いて紹介したものです。

本リポートの着眼点は，平成５年度から平成８年

度にかけてコンクリート水路の摩耗およびアルカリ骨

材反応対策として実施されたエポキシ樹脂塗装に対し

て，塗装前のコンクリートの中性化試験データの存在

に着目し，同一場所での塗装後１３年を経過した中性

化試験を行うとともに，５カ所の開水路区間におい

て，エポキシ樹脂塗装の剥取りによる塗装下のひび割

れの経年変化について調査検討を行ったものです。

その結果，エポキシ樹脂塗装は，中性化抑制効果を

有するとともに，水透過阻止性により，表層部へのア

ルカリの移動濃縮を緩和し，アルカリ骨材反応の進行

とひび割れの発生を抑制する働きを有しているとの成

果が得られました。今後は，本調査で得られた劣化

（中性化）曲線をもとに，コンクリート水路の効果的

なライフサイクルコストの算定手法の検討に向けてさ

らなる研鑽を重ねていきたいと思います。

最後に，調査に当たり，多大なご指導を賜りました
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皆様，ならびにリポート作成に当たり閲読，ご指導を

賜りました（社）農業農村工学会の皆様に心より御礼

申し上げます。

業績の本文

開水路の表面被覆工法の長期耐久性能に関する調査検討，水

土の知７８（９），pp．４８～４９（２０１０）

【優秀技術リポート賞】

農業用ため池防災カルテの作成と危険度評価

高知県農業振興部

農業基盤課 構営技術コンサルタント（株）

佐々木伸浩 宮地 修一

このたび，優秀技術リポート賞を賜り，大変光栄に

存じます。また受賞に際して，ご推薦，ご審議いただ

きました委員の方々，ならびに学会事務局の皆様に心

より御礼申し上げます。

本リポートは，県内四百数十カ所ある農業用ため池

のうち，防災上重要となる貯水容量１，０００m３以上か

つ堤高２m 以上のため池２８９カ所について，住民へ

の情報提供や今後の防災計画，整備計画に資する目的

で，「農業用ため池防災カルテ」を作成し，併せて，

ため池カルテの結果を用いて，ため池の危険度評価を

試みた結果を報告したものです。

ため池カルテを作成する際には，ため池に関する情

報を一元化し，可能な限り簡素な構成にすることに配

慮しました。また，危険度評価については，評価を可

能な限り省力化し，評価の個人差を極力抑えることに

配慮するため，項目別の点数化や項目の重み付けの調

整を行いました。情報の集約・整理，危険度評価の効

率化の面では，一定の成果があったものと考えていま

す。

２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震

では，津波による農地被害に加え，多くの農業用ため

池にも被害をもたらされました。高知県には，今後直

面するであろう東海・東南海・南海地震があり，今回

作成したため池カルテの情報蓄積や改善，農業用施設

のストックマネジメントの推進など，農業被害を最小

限に抑える取組みを進めていく必要があることを痛感

しています。

最後になりましたが，現地調査の実施に当たりご協

力いただいた市町村，地元住民の方々など関係された

すべての方々に，深く感謝の意を表します。

業績の本文

農業用ため池防災カルテの作成と危険度評価，水土の知７８

（８），pp．５０～５１（２０１０）

【著作賞】

「水の奇跡を呼んだ男」の著作

作家 平野久美子

日台の水の絆を次世代に
８月の末，私は台湾最南端の屏東県

に静岡県の関係者とともに滞在してい

た。拙著『水の奇跡を呼んだ男』がと

りもつ縁で，両県の交流が本格的にス

タートし，具体的な活動に向けて話し

合いがもたれたのである。その席に台湾側のマスコミ

が数社来ていたが，驚いたことに彼らの目的は，日本

の農村農業工学会からの受賞を，地元にも知らせよう

というものだった。鳥居信平と地下ダム「二峰�」の

ことは，国立屏東科技大学の丁�士教授のおかげで知

れ渡っている上，中国語版も出版されたので，水の恩

人というとらえ方が浸透している。懇親会でも屏東県

長が専門性の高い貴学会からの賞に触れ，わがことの

ように喜んでくれた。

そこで，９月６日は多くの方々とともに，という気

持で式に臨んだ。審査経過を伺いながら，取材執筆に

あたって台湾と日本のみなさんの熱意と協力に改めて

感謝した。とりわけ，鳥居信平のご長男にあたる故鳥

居鉄也氏とは，大正，昭和へとさかのぼる旅をごいっ

しょしながら，御尊父の思い出のかけらを拾い集めた

ことが懐かしい。

受賞式では，多くの研究者や専門家のみなさんが，

農業土木の発展に研鑽なさっていることを知り感銘を

受けた。農業土木は，まさに天，地，人が一体となっ

た事業だ。鳥居信平も，周囲の景観を壊すことなく

「二峰�」を造り，美しい里山や小川，田んぼ，サト

ウキビ畑を生み出した。人間が上手に手を加えること

で，より豊かな自然が南台湾の山奥に広がった。戦

前，日本が統治した台湾で活躍した先人たちは，夢を

実践する精神力と先見性を持っていた。

「未来は，夢を持つことのすばらしさを信じている

人のものだ」と言ったのはアメリカのエレノア・ルー

ズベルト（１８８４～１９６２）だったが，鳥居信平や八田輿

一らによって結ばれた日台水の絆が，そして，そこか

ら広がる夢が次世代につながれるよう願ってやまな

い。

末筆ながら，貴会のますますのご発展と農業土木に

従事する方々のご活躍を祈念しております。
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【教育賞】

JABEE 等永年にわたる国際協力に関する
幅広い貢献

NTC インターナショナル（株） 小林 稔昌

このたびは教育賞を賜り，大変光栄

に存じます。受賞に当たり，ご推薦，

ご審議いただきました委員の方々およ

び学会事務局の方々に心より感謝申し

上げます。

私が JABEE に初めて携わった２００１年は，日本は

まだワシントンアコード（WA）の暫定加盟の段階で，

農業土木分野においても大学の認定方法をどのように

行うのか，誰がどのようにして審査を行うのか早急に

検討を行う必要があった。またこの頃は，国立大学が

独立行政法人となることが検討されていた時期でも

あった。

このような背景の中で，イギリスの技術者教育の認

定制度やプロフェッショナルエンジニアの制度，継続

教育等の調査を現地において行うことが学会から依頼

された。このような調査に従事できたことは，私に

とって非常に貴重な経験であり，このような機会を与

えていただいた学会や関係者の方々に感謝いたしま

す。

私の母校であるイギリスのサザンプトン大学の調査

においては，大学の技術者認定制度に対する審査状況

について関係資料もたくさんいただき，大学の運営管

理状況，カリキュラム，図書館や実験施設の状況など

具体的な内容について多くのことを学ぶことができ

た。

これらの経験から JABEE の審査員研修を受けて，

産業界からの審査員として大学の審査を行うこともで

きた。また，２００４年からは三重大学の生物資源学部

の非常勤講師として共生環境技術者倫理を現在まで８

年間にわたって担当している。

２００７年には WA の国際審査員として学会から産業

界からの代表としてご推薦いただき，研修を受け候補

者としての登録を行っている。今後，機会があれば実

際の国の審査を体験し，正式の国際審査員となること

を夢見ている。今後とも民間企業としての経験を生か

して，大学の授業の中で学生が社会に出てからの技術

者としての責任と重要な役割を教えることを続けてゆ

きたいと考えている。

【環境賞】

環境教育を通じた農山村の活性化の啓発と
グリーン・ツーリズムの普及への貢献

富山県 夢創塾塾長 長崎 喜一

このたび，平成６年から夢創塾で

実践している田舎暮らしを通した，環

境教育や人材育成，都市間交流を図っ

たグリーン・ツーリズムの普及啓蒙活

動に対して，農業農村工学会から名誉

ある「環境賞」をいただき，支援してくれた塾員とも

ども大変嬉しく感動しております。

この受賞で，十数年の苦労が一変に吹き飛び，元気

をいただくとともに，ますますやる気が蘇りました。

振り返れば，高度経済成長期，県職員として農業土

木分野において農業経営や農作業の合理化に見合った

圃場や用排水路の整備を進めました。しかし，身近な

水辺空間などが減少し，併せて都市化の進展に伴っ

て，混住化社会に変貌，村機能の低下が懸念された

頃，平成３年，「ふるさと水ルネッサンス構想」づく

りに携わり，後に，富山市の常西用水，黒部の荻生幹

線用水などの環境整備事業の実施を進めてまいりまし

た。

これら水環境整備の仕事がキッカケで，５０歳を過

ぎた現役時，気付いたのが，ゴミを出さない循環型社

会システムが完結していた，かつての農業農村のふる

さとづくりを自分で創ることでした。

まずは棚田跡に，手作りの活動小屋を作り，順次体

験内容の充実を図るため，毎年小屋を建設して１５棟

を完成。地元住民を指導者として仰ぎ，環境教育施設

やグリーン・ツーリズム体験会場にしている。炭焼

き，和紙づくり，塩づくりなど多彩な体験を通して，

物づくりのプロセス，生きる力の醸成や，水の循環を

学べることから，近隣の小中学生はもちろん，県外か

らは中学生の修学旅行のほか，家族で農林体験に関西

方面から四季を通して訪れ，今では一家（ikke）＝親

戚になって集落一団となって交流を続けています。

これからも，受賞を契機に農業体験で人づくりや，

自然環境保全の啓蒙と実践，併せて，富山の歴史，文

化が香るグリーン・ツーリズムの普及推進に取り組

み，地域の活性化をさらに展開したいと思っていま

す。
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【歴史・文化賞】

「水・土の全貌」を詳報した一連の業務

鹿島建設（株）顧問・東京農業大学客員教授 大橋 欣治

食料・農業・農村の「水・土・人」

のシステムをフィールドとしている技

術者の一人として，これらについての

技術的なアプローチと同時に，絶えず

歴史的，文化的，文明的，地理的，民

俗的，生態的なアプローチが必要であると常々思って

いた。幸い生産・生活・自然環境を一体的・総合的な

視点で取り組む事業制度創設や，これに関係する調査

計画・設計施工・管理の指針づくり，ワークショップ

などの業務に比較的長く携わる機会を与えられた。そ

のような中で，『水利遺構の調査研究（中間報告）』（農

村環境整備センター，１９９６），『農業土木遺産を訪ね

て』（土地改良建設協会，２００８）の企画・編集に参画

した。また，本学会誌（７５（４）～７７（３）の２４回シリー

ズ）に「水利遺産探訪：江戸・東京の水利探訪」を連

載し，これを冊子として自費出版（２００９）した。

さらに，先に『水の賦―水についての雑記帳―』（全

国農業土木技術連盟，１９９１）（１９９４年度本学会・著作

賞を受賞）を出版したところであるが，このたび，『土

の魂―土に関するフォークロア―』（土地改良新聞

社，２０１０）を出版した。この両著のタイトルは，「水

の動（賦）」と「土の静（魂）」を対比したものとなっ

ているが，いずれも人間や生物の生存に欠かせない

「水」「土」について，思想，文化，文明などの視点か

ら考察を行い，これらの存在の意味とその多面的な役

割を明らかにした。

生物は水界から発生し，多くの種が生み出され進化

していった。人間もいまだ体内に海の名残をとどめて

いる。その人間は，灌漑農業を手に入れた時に，文

化，文明の大革命を果たした。一方，『旧約聖書・創

世記』に「神はアダム（人間）をアダマ（土）の塵か

ら造った」とあるように，人間（homo）は，土・大

地（humus）から造られ，土を喰らい，一生地べた

で汗水たらして働き（人間性：humanity の意），ま

た土に帰（還）るのである。

今回の受賞は，諸先輩・同輩・後輩，さらには関係

者の皆様のご指導，ご支援の賜物であり，心から感謝

申し上げます。

【歴史・文化賞】

みやぎの土地改良の歴史に
焦点を当てた実践活動

前NPO 法人あぐりねっと２１ 三浦 誠一

このたびは，栄えある「歴史・文化

賞」を賜り，大変光栄に存じます。

ご審議いただきました先生方，ご推

薦いただきました宮城県庁の皆様に，

心から厚くお礼を申し上げます。

私ごとですが，今年にはいり孫誕生が続いており，

絵てがみに「孫誕生 かわいさと ６百万年の 命を

つないだ 安堵感」と書きました。

２０年で世代交代したとすれば，実に３０万回，一度

も途切れなかったことであり，人間の命の歴史は，な

んとも神秘的に思えてなりません。

土地改良においても，水田の大きさの歴史をみると

弥生時代は６㎡と畳３枚から４枚でありましたが，

現在は１ha 区画と変化してきています。この変遷を

たどれば１ha の意義を理解でき，今後の推進に利活

用できるのではないでしょうか。

宮城県における土地改良の「過去を知り，現在に生

かし，未来を描く」ことを目的に，本として残すこと

や，関係資料・図書等の一元管理などを行ってまいり

ました。

今回の東日本大震災で，宮城県の土地改良関係も多

く被災し，津波で貴重な資料なども流されました。な

んとも残念でなりません。

千年に一度の確率で起きると言われるこの大震災の

記録（特に土地改良に関して）を，千年後に伝えてい

くことが大切であると考えています。

大震災の悲しみをこらえながら書いた絵てがみに，

「忘れまい 自然への畏敬の念 一日も早く 千年目

の春を」と書きました。

最後に，改めまして，ご指導ご協力を賜りました皆

様方に，心より深く感謝申し上げます。

【地域貢献賞】

利根大堰地域における農業用水取水の安定化と
冬期通水への取組による地域発展への貢献

利根合口農業水利協議会

このたびは栄えある地域貢献賞を賜り，大変名誉に

思いますとともに，ご推薦，ご審議いただきました関

係者各位に厚く御礼申し上げます。

当利根合口農業水利協議会は，昭和４３年に埼玉県

行田市須加地点の利根川に建設された利根大堰から合

平 成２３年 度 農 業 農 村 工 学 会 賞 65

水土の知 ７９（１１） ８７１



口取水することとなった農業用水を管理する土地改良

区で構成されております。

利根大堰完成後約４０年，この間，当協議会は利根

大堰等の管理運営の中で農業水利権の確保や水利調整

の円滑化，農業用水の取水の安定化を図るためにその

中心となって活動を行ってまいりました。特に，渇水

時には農業用水と都市用水の取水調整を農業用水の代

表として行い，互譲の精神に基づく水の融通を行うと

ともに，農業用水確保に努めてまいりました。

また，利根大堰建設以来の懸案である農業用水の冬

期通水については，その通水再開に向けて，利根大堰

右岸側では，平成５年度に冬期試験通水が開始され，

平成１１年度には冬期用水の位置づけとその通水方法

などについて検討する場として「利根大堰に係わる冬

水懇談会」が設立され，関係者議論の上，試験通水が

実施されてまいりました。

一方，利根大堰左岸側の冬期通水については，当協

議会が中心となり平成１７年度から関係機関に対する

要望活動など先導的な役割を担い，その結果，平成

１７年度から今日まで通水が継続され，新たな営農形

態への基盤，環境づくりと地域の水環境改善に大きく

寄与したものと考えております。

昨今，本地域では都市化の進展により農地転用や耕

作放棄が進みつつありますが，農業用水や農業水利施

設は農家が利用する財産としてだけではなく，多くの

市民が恩恵を受ける地域の資産として利活用していく

ことが大切であると考えています。

今回の受賞を励みとし，当協議会も微力ながら地域

の農業，農村の発展と地域全体の水環境の保全向上に

も引き続き尽力してまいりたいと思います。

最後に，農業農村工学会のさらなる発展をご祈念申

し上げ，受賞の言葉とさせていただきます。

（利根合口農業水利協議会幹事長 中島 静夫）

【国際貢献賞】

クリーン開発メカニズム（CDM）を活用した
農村開発モデルの確立と実証

（独）国際農林水産業研究センター 松原 英治

私は２００７年１１月にパラグアイの

植林 CDM 事業を引き継いだ。この

とき，（独）緑資源機構で農林一体開

発事業の計画を担当していたことか

ら，農村開発に植林を活用することに

抵抗感はなかった。しかし，京都議定書や CDM に

ついてはまったく知識がなく，ゼロからのスタートで

あった。しかも植林 CDM は難しいことで有名で，

方法論に記載された事業要件は５３項目と，数ある方

法論の中でも非常に多く，かつ内容に不明な点が多

かった。CDM 事業の基礎となるプロジェクト設計書

（PDD）は英語だが，論理のチェックは日本語で行い，

パラグアイ政府や関係者への説明，各種の証拠書類整

備のためにはスペイン語の文書を作成し，６名の現地

スタッフにはスペイン語で作業内容を議論し，具体的

な活動を進め，さらに３００戸余りの受益農民に説明

する必要があった。

こうして，方法論を読み解き，膨大なデータを収集

し，日本語，英語，スペイン語で PDD や関連文書を

検討し，修正，追加を重ね，農家に苗木を配布し，プ

ロジェクトを実行し，国連 CDM 理事会の審査を通

るための戦略をたてた。このほかにも，各種の農村開

発に係る小規模事業を農家グループ単位で進め，モニ

タリングを行う必要があった。植林 CDM 分野で唯

一国連に認定されていたドイツの審査機関とは，見解

の相違で絶えず論争せねばならず，そのための証拠収

集・整理に多くの時間を割き，必要文書を得るための

パラグアイの環境省との交渉は長期間に及んだ。多く

の海外プロジェクトに関わってきたが，これほど多忙

だったことはない。２００９年９月に国連 CDM 理事会

に CDM 事業として登録を果たしたときは，さすが

に肩の荷がおりたと思った。

小規模農家を対象にした植林 CDM 事業はまれで，

CDM の世界でも注目され，現地視察にきたフランス

の企業もあった。難関のモニタリングを成功させ，前

例のない植林の炭素クレジットを獲得し，農村開発と

CDM のサイクルを完結させるのが現在の目標であ

る。

このたびの受賞は，現地スタッフ，農家の協力で得

られたものであり，深く感謝する。

【メディア賞】

「水田魚道づくりの指針」の作成

（社）農村環境整備センター

（現（社）地域環境資源センター）

ナマズのがっこう

メダカ里親の会

このたびはメディア賞を賜り大変光栄に存じます。

ご推薦・ご審議いただいた委員の方々，ならびに学会

事務局の皆様に厚く御礼申し上げます。

本指針は，農村地域が本来持っていた豊かな生態系

環境を回復してほしい，との思いから，宇都宮大学の

水谷正一教授監修のもと，（社）農村環境整備セン

ター，ナマズのがっこう（宮城県），メダカ里親の会
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（栃木県）が連携して，これまでに取り組んできた水

田魚道のノウハウをまとめたもので，現場での作業状

況の映像 DVD も添付し，田園自然再生活動に携わる

方々が自ら魚道を製作，設置できるよう，設計や設置

の留意点についてわかりやすく解説しています。

本指針はこれまでに約６，０００部が配布され，追加

送付してほしい，との要望を最近も各地からいただい

ているところです。

また当センターでは，水田魚道の普及を図るため，

本指針の発行と併せて，市町村の農業農村整備担当職

員や土地改良区職員などを対象とした研修会も実施し

ており，より多くの方々に水田魚道設置の技術を修得

していただければと考えております。

水田魚道の普及については，平成１３年の土地改良

法改正を契機として，国内各地で農村振興技術者を中

心に設置や効果検証が行われてきましたが，全国での

普及を目的として設置方法を解説した出版物はこれま

でありませんでしたので，本指針が各地で「水田魚道

を作ってみよう」というきっかけとなり，メダカやド

ジョウが泳ぐ昔の田んぼの情景を取り戻す一助となれ

ば幸いです。

（（社）地域環境資源センター理事長 田中 忠次）

【功労賞】

長崎県における農業農村整備の推進と
農業土木技術者育成への貢献

橋口環境設計（株） 福田 光博

このたびは，名誉ある功労賞を賜り

身に余る光栄に存じます。ご推薦，ご

審議いただきました関係各位に厚く御

礼申し上げます。また，これまでにお

世話になりました先輩，同輩，後輩の

皆様や地元関係各位にも感謝の念でいっぱいです。

昭和３４年４月に静岡県に採用された。最初の現場

は浜松市南部の広大な砂丘を流れ遠州灘に注ぐ馬込川

の河口閉塞防止工事であった。

昭和３９年４月に思いがけなく故郷長崎県に割愛で

採用されることになった。長崎県では対馬支庁で３

年間の離島勤務をはじめ転勤するたびに地域の人々と

の新しき出会いを大切にし，多くのものを学び，経験

を重ねながら私の世界は広がっていった。その中で，

昭和５４年４月から通算６年間担当させていただいた

島原半島広域農道事業の思い出は深いものがある。推

進期成会の町長さんたちの支援には感謝いっぱいであ

る。また，地域の人々も用地の提供など自らも大きな

ハードルを越えて協力していただいたことは忘れられ

ない。今や島原半島発展の大きな力となっている。農

業農村整備事業を離れて，昭和６２年４月に農産課長

に就任した。これは私にとって正に epoch-making で

あった。農産課の仕事は水田農業の確立・米の需給の

均衡を図るとともに農業技術全般にわたっており，学

ぶことが多く，農産課の職員に支えられながら貴重な

経験をさせていただいた。

平成３年に農業大学校の校長に就任した。将来の

長崎県農業を背負う若者たちと共に魅力ある大学校づ

くりに精を出した。県庁を退職してから，長崎県農業

土木技術士会長に就任し，若い技術職員に技術士への

挑戦を促した。多くの若い挑戦者が現れた。その結果

農業土木技術士が３２人誕生した。現役職員（１４０人）

では技術士が１０％，技術士補が４０％ を占めるように

なったのは誇るべきことである。

最後に，農業農村工学会が我々農業土木技術者の

バックボーンとして学術，技術の進歩普及を図って

益々発展されますことを祈念申上げ受賞のお礼といた

します。

【功労賞】

宮城県における農業生産基盤の推進
並びに県土地連等技術者育成への貢献

岩倉測量設計（株） 千葉 夏資

宮城県は東日本大震災により多数の

方々が犠牲になられ，多くの先輩や関

係者が営々として整備してきた農業生

産基盤をはじめ各種施設などが一瞬に

して流出，倒壊し多大な被害を受け，

誠に痛恨のかぎりです。亡くなられた方々のご冥福と

一日も早い復興お祈り申し上げます。

さて，このたびは功労賞を賜り身に余る光栄に存じ

ます。受賞に当たりご推薦，ご審議いただきました関

係各位に心から厚くお礼申し上げます。

昭和３７年に技術吏員として宮城県に採用され，石

巻土地改良事務所勤務を振出しに主として県営事業に

従事しました。特に最初の赴任地では県営かんがい排

水事業を担当しましたが，良き上司，同僚に恵まれ厳

しい中にも適確な指導，助言，中でも仕事はチームプ

レーであること，自分で施工するつもりで，また使用

するつもりで物事を考えることなどの享受を得て，以

後の事業の推進に取り組んだことが懐かしく思い出さ

れます。

昭和４７～５１年にかけて栗原地方における用水改良

に向けた国営迫川上流地区の調査計画に携わるととも

に，昭和６２年には国営農業水利事業大崎西部地区の
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着工に携わり，また平成５年から県全体の農地計画

関係業務を担当し，遅れていた農業生産基盤整備の促

進を図るべくウルグアイラウンド（UR）関連予算を

活用するため地元体制の確立に努めるなど，地域の農

業構造改革の一翼を微力ながら担うことができたと

思っております。

平成９年から県土地連に勤務し，UR 対策支援等で

多忙を極めるなか，厳しい社会情勢に対応すべく職員

の協力を得ながら業務の合理化等に取り組むととも

に，技術士取得の経験を生かし職員の技術力向上に取

り組み，県土地連における農業農村整備事業の推進の

一助に寄与したものと思っております。

この受賞はこれまでご指導，ご鞭撻をいただいた

方々の力によるものであり重ねてお礼申し上げますと

ともに農業農村工学会の益々の発展をご祈念申し上げ

受賞のお礼といたします。

【上野賞】
神通川流域カドミウム汚染田復元３０年の歩み

富山県農林水産部

このたびは，名誉ある「上野賞」を賜り誠に光栄に

存じますとともに，ご推薦，ご審議いただきました学

会はじめ関係各位に心より感謝申し上げます。

今回の受賞は，昭和５４年度に着手した，わが国で

先例のない，広範囲の土壌復元事業である「県営公害

防除特別土地改良事業」により，今年度の事業完了を

迎えるまでの３３年の長きにわたり取り組んできた，

神通川流域のカドミウム汚染田の復元に対して評価を

いただいたものです。

上野氏が名付けられた「農業土木学」という言葉は，

農学と土木学の知識を基礎とするものとお聞きしてお

り，これは，ソフトとハードを融合した学問であると

言えます。本事業は，被害者団体との調整等による汚

染田の復元のみならず，上野氏の「耕地整理講義・区

画論」に基づく圃場整備を同時に行うことで，営農形

態の変化に対応した，生産性が高く，高品質な富山米

の生産地の確立を目指した，ソフトとハードの両面か

らの壮大な取組みでした。事業実施期間中は，時代の

変化などにより，紆余曲折もありましたが，事業関係

者の多大なるご理解とご支援により，本地域が安全・

安心でおいしい富山米の生産地に生まれ変わることが

できたことに，改めてお礼申し上げます。

また，県では来春の開館に向けて県立イタイイタイ

病資料館の建設を進めており，こうした復元事業の記

録や教訓を後世に伝えていくこととしています。

最後に，このたびの上野賞の受賞が，地元関係者な

らびに歴代の事業担当者にとって，今後も地域農業の

振興と活性化に向けて，大きな励みとなったことに心

より感謝申し上げまして，受賞のお礼といたします。

【上野賞】
野洲川ダムの洪水吐の改修

農林水産省近畿農政局整備部

農業農村工学会「上野賞」の受賞は，野洲川沿岸農

地防災事業に携わった職員，関係機関および地元各位

の栄誉で有り，ご推薦，ご審査いただいた学会関係の

各位に心から御礼申し上げます。

野洲川ダムは，野洲川沿岸地域の水源として昭和

１４年に県営ダムとして着工したものの太平洋戦争に

より中断を余儀なくされたが，戦後の食糧難という時

代に応え昭和２２年１月に再開され，昭和２６年７月

有効貯水量７２８万 m３を有する当時日本一の農業用ダ

ムが完成した。ダム完成後約半世紀が経過し，山林の

荒廃や地域開発の進行に起因して，最大洪水量が増大

し，洪水流下能力が不足するなど重大な機能低下が生

じていた。このため，当ダムの改修を行い，施設の機

能回復による災害の未然防止を図るとともに，農業生

産性の維持，農業経営の安定化を図り，併せて国土保

全に寄与するため実施されたものである。

受賞報文は，ダムの機能回復のため，洪水吐の形式

をゲート式からゲートを有しない構造にし，設計洪水

量の増大のためダム天端高が１．７m 高くなることに

より，ダム下流面全面に水平方向の１．５m 増厚コン

クリートを施工した際に生じた課題などについて報告

したものである。当初の工事は５０年以上前のことで

残された記録が十分と言えず，図面と現場があわない

ことなど，課題の生じるごとにその解決策の検討を余

儀なくされ，ダム技術検討委員会などの有識者などの

意見を聴取し，対応策を検討・実施し，無事平成２２

年３月にダム改修工事が完了した。

今後，ストックマネジメント事業などの更新事業が

増える中で，同様な事例が数多く実施されるものと想

定され，その際の事例として参考にしていただければ

幸いです。また，施工時の資料も極力整理して引き継

ぐようにしておくことが重要と感じております。最後

に，今回の受賞に際しご配慮いただいた方々に深く感

謝申し上げます。

（近畿農政局土地改良技術事務所 西澤 朗）
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【沢田賞】

農地水利用を組み込んだ
分布型水循環モデルの開発とその国際展開

（独）農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究所

増本 隆夫

このたび，まったく予期せずして，

栄誉ある沢田賞を受賞いたしました。

まずここに，学恩を賜りました沢田敏

男先生，故・角屋 睦先生，丸山利輔

先生，三野 徹先生はじめ多くの恩

師，今までの共同研究者，農村工学研究所の諸先輩や

同僚，さらに同所の研究領域や研究担当，研究チー

ム，研究室の皆様に，心よりお礼を申し上げます。

受賞対象となった業績は，多様な水利用や水田栽培

などを組み入れた分布型水循環モデルの構築とその利

活用ですが，その背景としては，モンスーンアジアに

おける水田が持つ流出遅延機能や洪水防止機能の評価

とモデル化が研究の中心でありました。それらの課題

は，現場での問題点や現地調査を端緒として浮かび上

がった実際問題の解決を目指したものです。しかし，

一方でこうした現場対応型の検討にとどまらず，基礎

的・学術的にしっかりとした解析手法の開発・提案を

行おうという姿勢で研究に取り組んできました。

そういった活動の過程では，大学院在学中のウィス

コンシン大学マジソン校への文部省学生交流制度によ

る留学（１０カ月），農工研在勤中の同大学への科技庁

中期在外研究制度による招聘渡航（３カ月），農工研か

らのメコン河委員会への出向（２カ年）などを行いま

した。これらの経験が，欧米の水文水資源研究者には

なかなか理解してもらえない“モンスーンアジア特有

の水循環や農地水利用”のモデル化，さらにはその違

いを国際社会の研究者に伝えていこうという研究活動

に対する一貫した動機となってきました。

また，関連する研究を実施しそれを国内外で展開し

ていく上では，さまざまなプロジェクトへの参画やそ

の統括を要請され，また国際学会・機関での講演依

頼，内外の各種委員会への委員就任要請などがあった

ことも大いに役立ちました。

最後に，本研究の遂行に当たり，上述の恩師，先

輩，同僚，若者諸氏に加えて，農工研特別研究員（ポ

スドクに相当，延べ５名（２名の外国人を含む））が重

要な役割を担ってくれたことも強調しなければなりま

せん。彼らは，一緒に研究を行った後，鳥取大学，ハ

ノイ水利大学，マレーシア・プトラ大学，筑波大学な

どに次々と職を得て，ますますご活躍中であります。

その一人一人の活躍や飛躍が，これまで実施してきた

研究の成就と国際展開ひいては今回の受賞につながっ

たものと心から感謝する次第です。
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